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〈食鳥特集〉─食農リサーチ─

種鶏ふ卵事業は、大きく分けて、ヒナ供給

の専門業者と、インテグレーションに属する

ふ卵場（直営系）によって営まれている。

60年頃は、専門業者がヒナ供給の中心であ

ったが、その後、輸入鶏肉との価格競争の激

化のなかで、ヒナの自社供給が増加した。関

係者によると、近年では種鶏ふ卵事業の６割

が直営系によって担われているという。

2　ブロイラー主産地周辺への立地

株式会社森孵卵場（以下「同社」）は、毎月

600万羽以上の肉用ヒナを供給する専門業者

で、全国シェア10%を占める最大手である。

事業内容は、全国36の種鶏農場で種鶏（親

鳥）を飼養し、採卵する。そして種卵を９つの

ふ卵場でふ化し、ヒナをブロイラー生産者へ

販売することである（第２図）。

同社は、東北や南九州を中心とするブロイ

ラーの主産地に合わせて、種鶏農場、ふ卵場

を立地させている。地域別生産量をみると、

東北、南九州がそれぞれ４割の比率である（第

３図）。

具体的な立地は、自然災害時に復旧が早い

国道沿いを選択するなど、慎重な検討を重ね

ているという。東日本大震災の際に、東北の

ふ卵場は被災したものの、他地域のふ卵場で

増産することでカバーし、滞りなくヒナ供給

を行うことができた。また、分散立地は、自然

災害だけでなく鳥インフルエンザ等の疾病リ

スクを最小限に抑えることも狙いとしている。

ブロイラー生産者にヒナを供給する種鶏ふ

卵業者は、鶏肉サプライチェーンの川上に位

置しており、安定供給を通して、養鶏産業の

発展に寄与している。

そこで、種鶏ふ卵業界の動向と、生産拠点

の分散等によって安定的かつ柔軟にヒナ供給

を行う株式会社森孵卵場を紹介する。

1　集約化が進んだ種鶏ふ卵業者

国内のふ卵業者数は、1960年から75年にか

けて、1,471戸から486戸へと大きく減少した

（第１図）。その後も緩やかな減少傾向が続き、

2006年には143戸となった（以後、統計なし）。

減少の背景には、ブロイラー生産の構造変

化が挙げられる。60年代以降、資本効率性の

高さ等を背景に、ヒナからブロイラー生産、

食鳥処理等まで行う垂直統合（インテグレーシ

ョン）が進展した。それに伴い、均一で大量の

ヒナ供給が求められ、種鶏ふ卵業者の集約化

と規模拡大が進んだ。
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種鶏ふ卵業者による安定的なヒナ供給
─ 株式会社森孵卵場（香川県観音寺市） ─

資料 （公社）中央畜産会「種鶏ふ卵関係資料」
（注） 業者数には、肉用種以外に、卵用種と卵用種・肉用種の兼業を

含む。80年以前は、5年ごとの業者数のみが公表されている。
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第1図　ふ卵業者数の推移
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持のため、一部のふ卵場で精力的に作業の効

率性向上を図ってきた。今後はマニュアル化

によって、全ふ卵場にその取組みを拡大する

計画である。

4　需要変動への柔軟な対応

鶏肉は季節的な需要変動がある。したがっ

て、ヒナの自社供給を行う生産者のなかにも、

施設効率性等の観点から、必要量の８割程度

を自賄いにとどめ、不足分を専門業者から調

達するケースがある。また、気候変動等によ

る短期的なヒナの需給調整を専門業者からの

調達によって行うブロイラー生産者も少なく

ない。

同社は、そうした短期的なヒナ需要の変動

に対応するため、毎月、ヒナの販売予定量の

１割程度を超過生産する体制を整えている。

安定的なヒナ供給だけでなく、こうした需

要への柔軟な対応によって、取引先との信頼

関係を構築しており、専門業者は養鶏産業の

発展に欠かすことのできない役割を担ってい

ると言えるだろう。
（ふくだ　あやの）

近年、鶏肉需要の高まりを受けて、消費地

である関東周辺にアクセスが良い東北地方で、

ブロイラーの増産意欲が高まっている。こう

した動きを受けて、同社は18年７月より、岩

手県花巻市に１か月あたり150万羽のヒナを出

荷する新たなふ卵場を稼動させる計画だ。

3　販売価格の維持に向けて

ブロイラーの種鶏は海外種に全面的に依存

し、為替変動の影響等を受けやすい構造にあ

る。ここ数年、同社でも、円安等で種鶏の購

入価格が上昇している。

そうしたなか、同社は、ヒナ販売価格の維

資料 森孵卵場ウェブサイトより作成

第3図　森孵卵場におけるふ卵場の立地状況
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第2図　森孵卵場の事業内容
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